
中間株主通信
2018年4月1日から2018年9月30日まで

第70期

晩秋 1989年（平成元年） 西川一平（前会長） 証券コード  5161

0

25,000

100,000

75,000

50,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

2,500

10,000

7,500

5,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

10

30

20

40
（円）中間 期末

0

2,500

5,000

10,000

7,500

（百万円）第2四半期累計 通期

0

-12,000

-7,000

2,000

-2,000

4,000
（百万円）第2四半期累計 通期

89,932 92,844 96,256

6,611

9,611 9,548

2016年
3月期

44,116

2017年
3月期

42,307

2018年
3月期

44,289

2019年
3月期

47,848

2015年
3月期

2016年
3月期

18

2017年
3月期

18

2018年
3月期

18

2016年
3月期

2,568

2017年
3月期

3,870

2018年
3月期

4,542

2019年
3月期

3,904

2016年
3月期

1,491

2017年
3月期

2018年
3月期

△6,914

△10,824

6,630

9,393
8,526

2016年
3月期

2,479

2017年
3月期

3,886

2018年
3月期

3,748

2019年
3月期

3,476

36
18

36
18

36
18

3,654
2,519

18
△759

2019年
3月期

2,553

0

25,000

100,000

75,000

50,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

2,500

10,000

7,500

5,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

10

30

20

40
（円）中間 期末

0

2,500

5,000

10,000

7,500

（百万円）第2四半期累計 通期

0

-12,000

-7,000

2,000

-2,000

4,000
（百万円）第2四半期累計 通期

89,932 92,844 96,256

6,611

9,611 9,548

2016年
3月期

44,116

2017年
3月期

42,307

2018年
3月期

44,289

2019年
3月期

47,848

2015年
3月期

2016年
3月期

18

2017年
3月期

18

2018年
3月期

18

2016年
3月期

2,568

2017年
3月期

3,870

2018年
3月期

4,542

2019年
3月期

3,904

2016年
3月期

1,491

2017年
3月期

2018年
3月期

△6,914

△10,824

6,630

9,393
8,526

2016年
3月期

2,479

2017年
3月期

3,886

2018年
3月期

3,748

2019年
3月期

3,476

36
18

36
18

36
18

3,654
2,519

18
△759

2019年
3月期

2,553

0

25,000

100,000

75,000

50,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

2,500

10,000

7,500

5,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

10

30

20

40
（円）中間 期末

0

2,500

5,000

10,000

7,500

（百万円）第2四半期累計 通期

0

-12,000

-7,000

2,000

-2,000

4,000
（百万円）第2四半期累計 通期

89,932 92,844 96,256

6,611

9,611 9,548

2016年
3月期

44,116

2017年
3月期

42,307

2018年
3月期

44,289

2019年
3月期

47,848

2015年
3月期

2016年
3月期

18

2017年
3月期

18

2018年
3月期

18

2016年
3月期

2,568

2017年
3月期

3,870

2018年
3月期

4,542

2019年
3月期

3,904

2016年
3月期

1,491

2017年
3月期

2018年
3月期

△6,914

△10,824

6,630

9,393
8,526

2016年
3月期

2,479

2017年
3月期

3,886

2018年
3月期

3,748

2019年
3月期

3,476

36
18

36
18

36
18

3,654
2,519

18
△759

2019年
3月期

2,553

0

25,000

100,000

75,000

50,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

2,500

10,000

7,500

5,000

（百万円）第2四半期累計 通期

0

10

30

20

40
（円）中間 期末

0

2,500

5,000

10,000

7,500

（百万円）第2四半期累計 通期

0

-12,000

-7,000

2,000

-2,000

4,000
（百万円）第2四半期累計 通期

89,932 92,844 96,256

6,611

9,611 9,548

2016年
3月期

44,116

2017年
3月期

42,307

2018年
3月期

44,289

2019年
3月期

47,848

2015年
3月期

2016年
3月期

18

2017年
3月期

18

2018年
3月期

18

2016年
3月期

2,568

2017年
3月期

3,870

2018年
3月期

4,542

2019年
3月期

3,904

2016年
3月期

1,491

2017年
3月期

2018年
3月期

△6,914

△10,824

6,630

9,393
8,526

2016年
3月期

2,479

2017年
3月期

3,886

2018年
3月期

3,748

2019年
3月期

3,476

36
18

36
18

36
18

3,654
2,519

18
△759

2019年
3月期

2,553

トップインタビュー

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し
上げます。ここに当社グループ第70期（2019年3月期）上半期
の事業環境および今後の取組みについてご報告申し上げます。
　今年度上半期は、7月に発生した西日本豪雨や北海道胆振東
部地震等、大きな自然災害が発生した期間であり、日本全土で
その影響が経済界、市民生活に影を落としました。特に西日本
豪雨においては、当社工場が一部被災するとともに、多数の社
員・関係者の方の自宅が全壊・半壊する等の被害を受けました。
当社工場の稼働再開については、組織を超えた社員の一致団結
した努力をはじめ、得意先、取引先、行政等の多大なるご協力と
ご支援により、幸いにも比較的早期に再開することができまし
た。この場をお借りして深く感謝申し上げます。
　当社グループの事業環境としましては、中国および東南アジ
アにおける自動車生産台数の増加に加え、日本における一部受
注の増加が寄与した結果、上半期における売上高は過去最高
値を更新しました。その一方、西日本豪雨に起因する損失の発
生や中国における環境規制強化対応費用の増加、また当社グ
ループの主力である北米事業で減収・減益となったことにより、

営業利益・経常利益ともに前
年同期比で減少いたしまし
た。
　なお通期業績につきまして
は、北米地域での売上高が
当初予想より下回る見通しと
なったため、売上高966億
円、営業利益69億円、経常
利益79億円、親会社株主に
帰属する当期純利益は51億
円に修正しております。
　今後の取組みとしましては、中国で三番目となる生産拠点を
湖北省孝感市（武漢市郊外）に設立するほか、広島県三原市の
本郷産業団地に「Smart & Cool Factory」をコンセプトとした
新工場建設を予定しており、2022年の操業開始に向け、現在プ
ロジェクトチームにて活動を実施しております。株主の皆様には
なお一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

47,848百万円 3,476百万円 3,904百万円 2,553百万円

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期（四半期）純利益

代表取締役社長

■連結財務ハイライト
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中国・湖北省に新子会社設立
　当社は、更なる発展が見込まれる中国市場に対応するため、
中国内陸部の湖北省孝感市に子会社を設立することを決定しま
した。現在、2019年10月の操業開始を目指し活動しています。
　資本金は約９億円を予定しておりますが、従来の既存拠点とは
異なり、孝感市から用地と建物を賃借することで初期投資を抑え
ています。また当面は当社の主力製品であるウェザーストリップ
の仕上工程を担当し、2019年10月の本格稼動までに従業員を
約240名程度、順次採用していく方針です。
　新子会社は上海、広州市に続く中国３ヶ所目の生産拠点であ

り、中国内陸部への進出は営業拠
点を除いては初めてとなります。
孝感市は中国有数の工業都市で
ある武漢市に近く、同地域に拠点
を置く日系および現地自動車メー
カーとの取引拡大を目指すほか、
今まで直接取引のなかった中国における欧州自動車メーカーか
らの新規受注を視野に、年間売上高約３０億円を目標として活動
を展開してまいります。

http://www.nishikawa-rbr.co.jp/
西川ゴム工業ホームページ

　株主の皆様からの日頃のご支援に感謝するとともに、事業
内容をより一層ご理解いただくため、株主優待制度を実施
しております。

■株主優待のご案内

100株以上 1,000株未満 500円相当の商品
およびクオカード500円分

1,000株以上 5,000株未満 2,000円相当の商品詰め合わせ
およびクオカード1,000円分

5,000株以上 3,000円相当の商品詰め合わせ
およびクオカード2,000円分

上海武漢
孝感

広州

北京

新子会社建設予定地

中国

■配当政策について
　当社の配当方針につきましては、安定的な配当の継続を
基本としております。

優待品の内容 西川物産株式会社が販売するスキンケア商品
「ナチュラブ」シリーズ各種 およびクオカード

会社概要  （2018年9月30日現在）

社 名 西川ゴム工業株式会社
本社所在地 広島市西区三篠町二丁目2番8号  TEL.082-237-9371（代表）
設 立 1949年4月
資 本 金 33億6,448万660円
従 業 員 数 1,403名

役員  （2018年9月30日現在）

株式の状況  （2018年9月30日現在）

1株当たり配当金の推移  （2018年9月30日現在）

発行可能株式総数･････････････････････････････････････48,343,000株
発行済株式の総数･････････････････････････････････････19,995,387株
株　　 主　　 数 ･････････････････････････････････････････ 1,494名

代 表 取 締 役 会 長 西川　正洋
代 表 取 締 役 社 長 福岡　美朝
専 務 取 締 役 片岡　伸和
常 務 取 締 役 佐々木賢治
常 務 取 締 役 小川　秀樹
取 締 役 西川　泰央
取 締 役 丸目　義博
取 締 役 内藤　　真
取 締 役 池本　充博
取 締 役 岩本　忠夫
取 締 役 休石　佳司

株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
一単元の株式数 100株
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
公 告 の 方 法 電子公告による（当社ホームページに掲載）

（特別口座の管理機関）

取 締 役 手石　　実
取 締 役 出口　幸三
取 締 役
(常勤監査等委員) 吉野　　毅
社 外 取 締 役
(監 査 等 委 員) 白井龍一郎
社 外 取 締 役
(監 査 等 委 員) 大迫　唯志
社 外 取 締 役
(監 査 等 委 員) 山本　順一
社 外 取 締 役
(監 査 等 委 員) 藏田　　修

Topics

配当・株主還元

会社概要・株式情報
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その他の法人 26.56％
証券会社 0.54％

金融機関 27.07％
外国法人等 7.00％

個人・その他 36.75％

自己株式 2.08％

所有者別株式数比率
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